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議会改革特別委員会検討事項（平成３０年１月１６日） 
 

《１月11日実施の滋賀県大津市における行政視察を踏まえた議事堂のあり方に 

 ついての意見交換》 

草加新政 公 明 党 共 産 党 自由市民クラブ 

・建物は古かったが、機能

的に配慮されていた 

・採決システムは押しボタ

ン式で現実的な対応をと

っていると感じた 

・建物は古いが、傍聴席か

らトイレへ直接通り抜け

られるのは良い 

・採決システムは、押しボ

タン式で賛成のみ押すよ

うになっていて、スクリ

ーンに反映されるのは良

い 

・建物が古いのでバリアフ

リーではなかった 

・採決システムとタブレッ

トは別で切り分けていた

のは参考になる 

・タブレットを活用して本

会議で使用したデータを

議事録に載せるのは、良

い 

・タブレットの導入に当た

っては、個人が持ち歩い

てネットを見ることがで

きることを考えると、費

用の一部が個人負担とな

ることは一定必要である

が、その一方で全員が半

強制的に使わなければな

らないというのは、考え

なければならない 

・議場は歴史的な趣があっ

て良かった 

・議場から直接トイレに行

けるのは参考になった 

・タブレットは操作方法の

研修で議員が使えるよう

になるなら良い 

・全体的に参考になった 

 

 

《１月11日実施の滋賀県大津市における行政視察を踏まえた災害時における議会 

 としての対応についての意見交換》 

草加新政 公 明 党 共 産 党 自由市民クラブ 

・草加市と大津市では起こ

る災害の種類は少し違う

が、課題は同じ 

・執行部が主体的に活動す

るのに当たって、議会側

が情報提供をするという

かたちになっていたの

で、草加市としても必要 

・説明の中で、「想定外と

いう言葉で片付けない

で、細かく規定した」と

あった。どこまで細かく

決めるかは別として、そ

れぞれの役割を明確にす

ることは大事 

 

・ＢＣＰの主旨は参考にな

るもので、重要である 

・災害時、議会が災害対策

本部に入るのではなく、

議会として独立とするこ

とは参考になる 

・災害対策本部設置に準じ

て議会のＢＣＰも立ち上

がるとするのは課題があ

る。大津市は通年議会で

あるからＢＣＰも一体的

に対応できる 

・初動時も専決処分がある

との説明があった。どこ

までのものを作るか、運

用面について検討が必要 

・心にすとんと落ちなかっ

た 

・ＢＣＰとしてそこまでや

る必要があるのか。議会

と執行部、それぞれの役

割がある 

・災害時、事務局職員は執

行部の仕事を免除しても

らっていて、議会として

必要なかたちであると感

じた 

・議員へのサバイバルバッ

グの配付は参考になった 
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《議事堂のあり方について》 

項目 各委員からの主な意見及び検討結果 

議事堂のレイアウト 
※新庁舎議事堂平面図（基本設計案）をもとに協議の結果、今後も引き続き検討していく

ことを決定しました。 

議場スクリーン 

【各委員からの主な意見】 

・大津市を視察して、大型スクリーンが見やすかったので、必要 

・設置した方がよい 

・会派に持ち帰り、協議する 

・まとまるところで 

 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

タブレットの導入 

【各委員からの主な意見】 

・導入に向けた設備は整えた方がよい 

・時代の流れとともにいろいろ考えられるので、今後の検討課題 

・導入時期や活用方法は別での検討であるが、導入に向けた設備は整えておくべき 

・会派に持ち帰り、協議する 

・まとまるところで 

 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

 

 

《３月22日の委員会で提案された検討項目》 

項目 検討結果 

災害時における議会

としての対応につい

て 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

 


